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　大和と河内の國境葛城山脈の主二三三山一帯は南朝の歴史に数多い史跡を

持ってるるが，その酉麓長野に近く槻弓寺といふ楠公営跡として名高い寺が

ある・その観心寺の境内に天の北斗七星を導びき下ろして祭られると傳へら

れ信仰の封象となってみる七つの塚がある．十二月十五日（日）大阪市の西森

菊雄氏と共に北野田の大口周作氏を訪問した下足を伸ばし大口氏の：先導によ

ってそれを尋ねてみた．

　四時傘南海電鐡長野騨（大阪難波よD五十分）に下車．騨前より直ちに自動

車で寺に向ふ・騨を北に迂周して山に入り緩やかな登りの良v・路を屈曲しな

がら束に進む．冬晴れの室は都市で見られない美しい澄切った青色をし展開

する山々は午後の日を受け線のなだらかな肌を輝かす．右測に深い漢が見え

る，この邊り全く良い景色であるこの路は楠公門跡巡りのハイキングコ1ス

になってみるとの事である．散在する農家を過ぎて約二十分で寺の前に着

く。こNは大阪府南河内郡川上村で大阪市の南南東約十五粁，長野騨より東

南約三二の魔である．

　門を潜り北に向って貫直に坂になってみる石畳の二道を進む．寺は後に山

を負ひ東西に長V・平地があり林中に建物が散在してみる・此盧まで尋ねて來

たものS三名四下輩にこの寺にLシチセイズがといふものが有ると聞いてみ

るだけで果してそれがし七星塚「であり少しでも天文に關係のあるものかどう

か何も知らないのである．楠公翫亦としてし七度人ト生レテ朝敵ヲ亡ボサン「

からし七生塚「では無いかといふ話も出て不安を抱き’乍ら境内の祠やそれらし

V・ものを物色しつ玉奥へ進む．冬の夕暮のこととて境内には人影もなく深閑

としてみる．L楠公櫻「や關係ない堂はあるが一向塚らしいものもなく正面奥

の本堂まで登り切る．本堂の片隅に老人がみるので尋ねて見るとし七星塚■と

いふのは知らぬが天下りの星の祭ってあるのなら本堂の廻りに七ケ所あり赤
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に屋根がしてあり右側の柱に

木の札が張られてみる・それ

にL破軍星　弘法大師鎭訴訟

家諸人願望成就ノ爲メ＝天ノ

北斗七星ヲ渤請シ給フ　其ノ

ーナザとある．大喜びでノ

1トする．破軍星といふ名が

大熊座ηの古い支那名である

事と七つとV・ふミ拝から直ちに

七つの塚が北斗七星の形に配

置されその一つ一つに北斗七

星の名が附けられてみるので

は無V・かと考へられ位置を記

録する．破軍星から北に當る

山のやN上に赤い柵が見へ行

ってみると武二三とあり更に

西へ由に路があり廉浜山，文

曲星がある．こkから山を下

い園がしてある・あそこに見えるのがその一つだと本堂から束の方に見える

立木の集りに赤い柵のしてあるのを教へてくれる・これでどうやら尋ねて來

たものが天文に關係ない物でもなさそうで胸を躍らせ乍ら早速近づいて調べ

る．

　黒V・柱が角にありその聞を赤塗りの柵がしてあb八角形の團になってみて
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り南へ本堂の西に緑存星があり更に恥いて亘門星，貧塩気がありこれで本堂

を一週する．急いでみた．kめ精密ではないが七つの塚の位置を描いてみたが

挿圃の様に別に北斗の形になってみす，本堂を忌んで圓になってみて星座で

なら冠座の檬な形になってみる．七つの塚の大きさや柵の形，正面の向いて
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みる：方向等異ってみるので別に意味ないものと思はれたが記録してみた。次

の様である．

　破軍星　本堂の東元三十米のZF地にあり七つの塚の内最も大きく直経六米

位，正面は北側にあり八角形の園である．圃の中は土がやし盛上り太い檜一

本樫らしきもの十本位生へ中央附近に石塊あり長経二十糎位の石が土中から

出てみる．こXの木札に前記説明文が書かれてみるが他の六つの庭は軍に星

名のみが書かれてみる．

　武曲星　破軍星より北方の山林中の斜面にあり團の形は四角で直経は三米

位，正面は南にあり，木が四五本中央に苔の生へた石らしいものがある．

　廉貞星　嘉吉星の西諺米の山林中．園の形は六角で南面．木敷本石あり，

　文面星本堂の西端北方の山林申廉貞星と正しく東西になってみる．八角

南面，直経二米位七つの塚の内最小．太い木が一一一一一木あり昨年の雨風の爲か地

上三米位で折れてみる．石は見當らない．

　線存星　文曲説からだらだらと下りた本堂西側数米の腱にあり，八角南面n

細VO木が敷本あり白い石が多く嬉がり中央に立つ三十糎位の石に黒く梵字ら

しいものが見へてるる．

　互門星　線量星の南敷米の心地にあり，八角南面．綴存出歯油木石が多い．

併し石に文字らしいものは認められない．

　貧富星　本堂の李地へ上る石段の西霞米の慮にあり，八角東面．大きさは

直経三米位，柵や名札は七つ塚とも北新らしく名札の文字等全部明瞭に讃め

た．

　この塚と關心ないものであろうが本堂東側に池あり辮財天が祭ってある・

大戸氏によって七つの塚全部の撮影がされる．本堂の老人はこの塚に歯する

知識が無いらしいので表に出て富商丁の寺の事務所に文献共益何か資料でも

得られムばと尋ねて行く．　（つt一く）

ヵ1レソト・トピクス　木星と土星とはアンモニヤとメタン瓦斯に包まれ

　てるる，金星の大氣は，しかし，炭酸瓦斯（CO2）である．


